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1. 発表の概要

小学生「 中学生に対する放射線教育のための教材を作成し、実演を含めたプレゼンテ

ーションによる発表を行った。内容は教材を作成した経緯、教材の細かい内容の説明に

加え、実際に行った放射線教育例の報告である。全体の発表時間は教材の説明と実演、

質疑応答を含めて 10 分程度で、45 分の持ち時間が与えられたため、ブースで聞いても

らう参加者を入れ替えながら、4 回行った。発表の時間帯は 2 度に分かれていたため、

2セット計 8回程度の発表となった。教材の内容とは別に提出した抄録の画像を以下に

添付する。 



2. 質疑応答内容 他

質問としては教材の難易度や内容がターゲットとした中学生にふさわしいかどうか

について問われることが多かった。その点に関しては教材の内容に即した記載のある学

習冊子を同梱していること、教材にヒントとなるような記述を付記することでケアして

いること、実際の中学生に対するテストプレイの結果を説明し、対象が中学生として適

していることの説明を行った。また、作成した教材を実際に取り入れたいと思った時は

どのように入手すればよいかという相談においては後に発表会のホームページに掲載

されることを伝えた。教材のデータは QR コードとしてまとめたが、閲覧可能になるの

は後日になるため、印刷した資料を準備しておけば親切だったかと反省が残った。 

3. 関連発表の内容

当日には放射線教材コンテストの他に放射線授業事例コンテストも同時開催された。

これは教員や実務経験のある社会人を中心に実際に放射線教育に関する授業を行った

事例を報告するものである。この発表以外にも、他の教材コンテストの参加者の発表や

企業による展示などを見学した。発表後の質問や意見交換を行い、他参加者との交流を

深めることができた。コンテスト終了後には環境省による事業紹介と、関係者による福

島県における放射線教育の実態についてのパネルディスカッションが行われ、見学した。 

4. 学会参加の感想

放射線教育に関する研究をゼミのテーマに据え、このコンテストに応募することを決

めてからは教材と資料の作成に取り組んできた。期間中は教職員の方々の力をお借りし

ながらより良い教材ができるよう試作を繰り返し、実際に中学校で放射線教育として授

業を持たせていただいたりもしたが、最終的には納得できるものを提出 発表すること

ができたと感じている。結果としては最優秀賞 特別賞である全国中学校理科教育研究

会特別賞 NPO 法人放射線教育フォーラム特別賞に加え、当日の参加者と審査員の投票

によって決定される日本科学技術振興財団理事長賞の 4 つの賞を受賞することができ

た。取り組んできたものをこのように評価していただけたことは光栄に思うと同時に、

教材を作成した意義があると感じた。また、不特定多数の人々に対して何かを発表し、

質問等に答えたり意見交換をするといった経験ができたことは、自身のコミュニケーシ 

ョン能力や文章作成能力の向上に大きく寄与したと感じるところである。総括としては、

ゼミのメンバーで協力しながら一つの目標に向かって邁進し、その成果を得ることがで

きたことは何事にも代え難い経験となった。 



6. 現地参加がわかる写真(4枚)

本コンテストのホームページの URLは次にとおりである。 

放射線教育発表会：https://www.radi-edu.jp/seminar 

放射線教材コンテスト：https://www.radi-edu.jp/contest 


